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Ⅰ．景気ウォッチャー調査の実務（受託業務）
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○私たちの体制

調査客体数及び対象地域の推移
○ 平成12年１月調査は500人（北海道、東北、東海、近畿、九州）

○ 平成12年２～９月調査は600人

（北海道、東北、関東、東海、近畿、九州）

○ 平成12年10月～平成13年７月調査は1,500人（全国11地域）

○ 平成13年８月調査以降は2,050人（全国11地域）

○ 平成29年10月調査以降は2,050人（全国12地域）

調査業務の実施体制（１０の地域シンクタンクの集合体。）
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○私たちの体制 ～ 地域担当シンクタンクのご紹介

北海道地域

株式会社 北海道⼆⼗⼀世紀総合研究所
北海道札幌市中央区⼤通⻄３丁目11番地 北洋ビル６階

1973年の設⽴以来、北海道に根ざしたシンクタンクとして、地域の活
性化や経済の振興、さらには環境やエネルギー分野での調査・研究、
ならびに企業経営に関わる診断・相談やセミナー・講演会の開催など、
幅広い分野で事業を実施。

北海道（ウォッチャー数︓130人（以下、同））

東北地域

公益財団法人 東北活性化研究センター
宮城県仙台市⻘葉区中央⼆丁目９番10号 セントレ東北９階

⻘森、岩⼿、宮城、秋⽥、⼭形、福島（189人）

2025年度の主な事業
１ 調査研究事業（自主調査3本）
・東北圏における外国人材の受⼊れと多⽂化共⽣に関する調査
・人⼝減少時代における若者参加による地域づくり活動に関する調査
・他分野との融合による農業ビジネスに関する調査
２ プロジェクト支援事業
・東北・新潟の「キラ☆企業」
若者の定住・還流を促すため東北圏の優良企業約300社をHPで紹介。
・東北・新潟の「キラ☆パーソン」
⾃分の夢の実現のために様々な分野で活躍している⽅々を取材し東北圏で
働き暮らす魅⼒を動画で配信。
・地域活性化プロジェクト支援
東北圏の⾃治体・非営利団体等を対象に、当センターが調査研究等で得た
知⾒を基に地域の活性化を後押しする取り組み。

３ 人財育成事業
・TOHOKUわくわくスクール
東北圏の⼩中学⽣・⾼校⽣を対象に当地域の様々な分野の企業や団体とを
繋ぐ「出前授業」。
・人⼝の社会減と⼥性の定着・⼥性活躍推進事業
⼥性定着や⼥性活躍をテーマとした調査・提⾔をもとに、東北圏の地域や
企業が若い世代に選ばれるための⽅策や意識改⾰の必要性について発信。

出所︓北海道⼆⼗⼀世紀総合研究所作成 出所︓東北活性化研究センター作成



6 Mitsubishi UFJ Research and Consulting

○地域担当シンクタンクのご紹介

北関東・南関東・甲信越地域／全国集計業務担当

株式会社 日本経済研究所
東京都千代⽥区⼤⼿町⼀丁目９番２号 ⼤⼿町フィナンシャル
シティ グランキューブ15階

北関東︓茨城、栃⽊、群⾺（129人）
南関東︓埼⽟、千葉、東京、神奈川（330人）
甲信越︓新潟、⼭梨、⻑野（92人）

東海地域／調査とりまとめ

三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング 株式会社
（本社）
東京都港区⻁ノ門５丁目11番２号

（名古屋事業所）
愛知県名古屋市中区錦三丁目21番24号

静岡、岐阜、愛知、三重（250人）

出所︓日本経済研究所作成
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○地域担当シンクタンクのご紹介

北陸地域

⼀般財団法人 北陸経済研究所
富⼭県富⼭市丸の内１丁目８番10号

富⼭、石川、福井（100人）

近畿地域

りそな総合研究所 株式会社
⼤阪府⼤阪市北区天神橋２丁目北２番６号⼤和南森町ビル2階

滋賀、京都、⼤阪、兵庫、奈良、和歌⼭（290人）

・万博開催による経済効果の試算

万博が関⻄の25年度の経済成⻑に及ぼす“リアルな
効果”を試算し、公表したところ、新聞各社に取り上げ
られました。
『万博消費額1兆円、関⻄の経済成⻑0.34P押し上げ りそな総研
試算、ホテル対応カギ』(産経 2024年12月14日)
『万博関連消費、1兆円 宿泊・飲⾷、周辺旅⾏も』(時事ドットコム 2025
年3月11日)

・関⻄の人⼝移動の改善⾒通しの公表
関⻄の人⼝移動が改善傾向にある中、2025年は実
質的に52年ぶりの転⼊超過となる⾒通しを⽰し、新聞
各社に取り上げられました。
『関⻄、52年ぶり「転⼊超過」へ 今年の人⼝ 都心再開発や教育支援が奏
功か』(産経 2025年4月6日)

『新たな胎動が⾒られる関⻄圏。注目すべきその可能性とは』(プレジデント
2025年9月12日号)

出所︓北陸経済研究所作成

出所︓りそな総合研究所作成
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○地域担当シンクタンクのご紹介

中国地域

公益財団法人 中国地域創造研究センター
広島県広島市中区⼩町４番33号 中国電⼒ビル３号館

鳥取、島根、岡⼭、広島、⼭⼝（170人）

四国地域

四国経済連合会
香川県⾼松市丸の内２番５号 ヨンデンビル本館４階

徳島、香川、愛媛、⾼知（110人）

出所︓中国地域創造研究センター作成 出所︓四国経済連合会作成
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○地域担当シンクタンクのご紹介

九州地域

公益財団法人 九州経済調査協会
福岡県福岡市中央区渡辺通⼆丁目１番82号 電気ビル共創館３階

福岡、佐賀、⻑崎、熊本、⼤分、宮崎、⿅児島（210人）

沖縄地域

⼀般財団法人 南⻄地域産業活性化センター
沖縄県那覇市久茂地３丁目15番９号 アルテビルディング那覇２階

沖縄（50人）

出所︓九州経済調査協会作成 出所︓南⻄地域産業活性化センター作成
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○私たちの業務

「⼊札説明書（景気ウォッチャー調査）」内閣府より

調査概要
調査の実施に当たっては、各調査対象地域別に、景気ウォッチャー（家計動向関連：小売・タクシー運転手など家計の動向を把握できる

者、企業動向関連：製造業など企業の動向を把握できる者、雇用関連：人材派遣など雇用の動向を把握できる者）に対して調査への協力
依頼及び回答の回収を行い、その調査結果を取りまとめて集計し、下記５．（１）の提出期限までに内閣府に提出する（地域区分、景気
ウォッチャー数は別紙１のとおり）。

調査は、令和５年４月調査から令和８年３月調査まで、毎月実施する。なお、調査は当月時点（回答を行う月の時点）とし、調査期間は、毎
月25 日から月末までとする。

業務の内容
（１）調査客体（景気ウォッチャー）名簿の管理
（２）景気ウォッチャーの異動及び⽋員に係る選定及び依頼
（３）景気ウォッチャー調査Ｗｅｂシステムデータの運⽤管理
（４）景気ウォッチャー調査の実施
①地域別集計結果の作成・送付
（ア）調査終了日(毎月末)まで
（イ）翌月第１営業日まで
（ウ）翌月第２営業日まで
（エ）翌月第３営業日〜第４営業日まで
②全国集計結果の作成・送付

（５）景気ウォッチャーへの情報提供及び指導等
（６）景気ウォッチャーへの説明及び研修の実施 など
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○私たちの業務

主要な業務の実施状況（実務）について

景気ウォッチャー調査の実施

①地域別集計結果の作成・送付
（ア）調査終了日(毎月末)まで
（イ）翌月第１営業日まで
（ウ）翌月第２営業日まで
（エ）翌月第３営業日〜第４営業日まで

②全国集計結果の作成
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○私たちの業務

主要な業務の実施状況（実務）について

景気ウォッチャーの異動及び欠員に係る選定及び依頼
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Ⅱ．実務上の課題と現場からみた改善案
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○業務としての要請（クライアントさまのニーズ）への対応

業務仕様書に即した着実な業務遂⾏

課題

・データの正確性の担保

・納品の定時性（速報性）の維持

・政府統計としての要件の厳格さ（調査期間の固定）

・ユーザーさまからのニーズへの対応

改善策（すでに取り組んでいる点）

・作業手順の確立（日程調整、報知の徹底）

・データチェック項目、シートの導入

・作業効率化ツール（コメントのクリーニング）の導入

・担当者研修による調査スキル、留意事項の共有 など



15 Mitsubishi UFJ Research and Consulting

○ウォッチャー（さまのニーズ）への対応

調査主体との継続的な協⼒関係維持とより良い回答環境の改善

課題

・毎月の調査協力勧奨（回答率の確保）

・ウォッチャー交代（辞任・異動）発生時の後任補完

・業種・業態変化に伴う退任や就労形態の多様化

・アンケート回答環境の変化（電話・FAX回答からPC・スマホへ）

・アンケート調査への協力姿勢の変化（個人の価値観変化）

改善策（すでに取り組んでいる点）

・情報発信と調査期間中のフォローの最適化

・平時から良好な関係構築（ウォッチャーさま－地域シンクタンク）

・地域シンクタンク、ウォッチャーさまのネットワークの活用 など
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○社会的要請（社会のニーズ）への対応

調査開始以来25年間における社会的要件や価値観の変化

課題

・法令順守、個人情報保護など社会的要請に対応する事務負担の増加

・自然災害、パンデミックなど不確実性への対応

・アンケート調査への協力姿勢の変化（企業の価値観変化）

改善策（すでに取り組んでいる点）

・地域シンクタンクにおける業務体制の充実

・事務作業の明確化と手順（各種チェックシート、確認書面の導入）

・情報管理状況の報告フロー確立（メール送信、個人情報管理等）

・担当者研修による調査スキル、留意事項の共有 など
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Ⅲ．地域シンクタンクの皆さんから



18 Mitsubishi UFJ Research and Consulting

地域シンクタンクの声

株式会社 北海道二十一世紀総合研究所 調査研究部 富田学 主任研究員

一般財団法人 北陸経済研究所 地域開発調査部 前田由美子 研究員

公益財団法人 九州経済調査協会 情報研究部 松嶋慶祐 次長

株式会社 日本経済研究所 産業戦略本部 間中敬子 副主任研究員

各地域での実務経験からのご教示



Mitsubishi UFJ Research and Consulting19

まとめにかえて
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価値の継承と多様な要請とのベストバランス

■価値存続の大切さと難しさ

・四半世紀にわたる景気ウォッチャー調査の価値存続

・定時性（速報性）と正確性の両立

・不測の事態をどう想定するか

■様々な要請への対応

・同質のアウトプット（成果物）を提供し続けるには変化が必要

・様々な立場と視点からの要請（クライアント、世間、ウォッチャー）

・災害・パンデミック脆弱性に対する強靭化

・与えられた要件のなかでの最適解を模索

本日のご報告の総括。これまでの実務経験を通しての実感
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MURC景気ウォッチャー調査業務担当

政策研究事業本部 研究開発第１部（名古屋）

本橋 直樹
 研究開発第１部長

岩田 賢
 副主任研究員

山田 怜奈
 研究員

ご清聴ありがとうございました。


